
足
立
区
立
郷
土
博
物
館
だ
よ
り
69
2015.10

見
え
て
き
た
豊
穣
な
美
術
と
文
芸
の
世
界

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
文
化
遺
産
調
査
最
前
線
ー

  

家
々
に
伝
わ
る
江
戸
絵
画

　

い
ま
区
内
の
旧
家
か
ら
谷
文
晁
ら
の
江
戸
絵
画
を
は

じ
め
明
治
大
正
期
の
画
家
た
ち
の
作
品
が
確
認
さ
れ
、

郷
土
博
物
館
で
調
査
収
蔵
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

酒
井
抱
一
ら
江
戸
の
文
人
た
ち
の
作
品
か
ら
近
代
画

家
の
作
品
ま
で
多
様
で
す
が
、
い
ず
れ
も
作
者
と
結
び

付
き
が
強
い
家
か
ら
見
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
遺
産
調
査

　
　

特
別
展

  

絵
師
た
ち
の
下
絵
と
粉ふ

ん
ぽ
ん本

　

特
徴
の
一
つ
が
絵
師
が
用
い
る
粉
本（
手
本
）や
下
絵

も
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

木
挽
町
狩
野
派
絵
師
の
粉
本「
常
信
筆
百
獣
図
」や

「
関
屋
之
里
天
神
図
」は
、
本
来
、
絵
師
の
工
房
で
使
用

す
る
資
料
で
、
絵
師
と
足
立
の
人
々
の
結
び
付
き
が
強

か
っ
た
こ
と
を
物
語
り
ま
す
。

  
歩
い
て
三
十
分

　

江
戸
琳
派
の
祖
、
酒
井
抱
一
の
雨う
げ
あ
ん

華
庵（
下
谷
金
杉
）

か
ら
約
２
．４
㎞
、
歩
い
て
三
〇
分
の
と
こ
ろ
に
友
人

で
あ
る
建
部
巣
兆
の
住
居
・
秋
香
庵（
千
住
河
原
町
）が

あ
り
ま
し
た
。
巣
兆
の
近
所
に
は
同
じ
く
親
し
い
文

人
・
鯉り

い
ん隠
が
お
り
雨
華
庵
の
隣
に
は
琳
派
絵
師
鈴
木
其

一
が
住
む
な
ど
絵
師
と「
千
住
」は
と
て
も
近
い
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
千
住
・
足
立
の
人
々
は
一
緒
に
書
画
会
を

開
催
す
る
な
ど
絵
師
た
ち
を
支
え
、
多
く
の
美
術
作
品

と
文
化
的
な
つ
な
が
り
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　

足
立
は
、
豊
か
な
田
園
と
川
に
め
ぐ
ま
れ
た
近
郊
の

美
術
と
文
芸
の
世
界
だ
っ
た
の
で
す
。

▲谷文晁　「波濤雲龍図」▲舩津文渕　「猛虎図」

▲「常信筆百獣図」より麒麟と象

▲「関屋里天神」 

会
期　

平
成
28
年	

３
月
12
日（
土
）

　
　
　
　
　
　

～	

５
月
22
日（
日
）

　
足
立
が
生
ん
だ
絵
師
の
一
人
が
舩
津
文
渕

（
一
八
〇
五
～
五
六
）で
す
。
谷
文
晁
の
弟
子
で
抱
一
・

其
一
ら
と
も
親
し
く
、
多
く
の
文
晁
作
品
と
と
も
に
下

絵
や
模
本
が
今
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
特
別
展
で
は
、
彼
ら
の
親
密
な
交
流
を
物
語
る

多
彩
な
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

登録番号　27-296



▲平成26年度に開催した千住歴史大全の様子

　

今
年
は
、
千
住
酒
合
戦
か
ら
ち
ょ
う
ど
２
０
０
年
！

　

千
住
酒
合
戦
２
０
０
年
記
念
デ
ザ
イ
ン
ア
イ
デ
ア
合

戦
で
優
秀
作
品
と
評
価
さ
れ
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
千
住
の
歴
史
・
文
化
に
関
す
る
パ
ネ
ル
も

展
示
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

出
張
博
物
館

　

千
住
酒
合
戦
＆
歴
史
大
全

　
　
　
　
　
　
　
　

パ
ネ
ル
展

千
住
酒
合
戦

文
化
12（
１
８
１
５
）年

　

千
住
の
飛
脚
問
屋
・
中

屋
六
右
衛
門
方
で
開
か
れ

た
酒
の
呑
み
比
べ
の
催
し

で
す
。

　

こ
の
催
し
に
は
、
酒
井

抱
一
、
亀
田
鵬
斎
、
太
田

南
畝
な
ど
当
時
知
ら
れ
た

文
化
人
が
集
い
、
酒
合
戦

を
題
材
に
詩
文
や
絵
画
な

ど
を
作
っ
て
楽
し
み
ま
し

た
。
千
住
の
人
々
と
江
戸

の
文
化
人
と
の
交
流
を
う

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
日　

時　

10
月
31
日（
土
）～

　
　
　
　
　

11
月
23
日（
月
・ 

祝
）

　
　
　
　

※
11
月
２
日
・
８
日
・
15
日
・
22
日
除
く

●
会　

場　

東
京
電
機
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
（
足
立
区
千
住
旭
町
５
）

博
物
館
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

12
月
７
日（
月
）～
平
成
28
年
１
月
４
日（
月
）

　

エ
レ
ベ
ー
タ
工
事
・
電
気
設
備
工
事
の
た
め
、

休
館
い
た
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
東
渕
江
庭
園
及
び
臨
渕
亭
は
通
常
ど
お

り
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

郷
土
博
物
館
職
員
コ
ラ
ム

　

先
日
、
あ
る
展
覧
会
を
見
て
き
た
。
そ
の
展

覧
会
は
、
下
絵
や
素
描
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た

展
覧
会
だ
っ
た
。

　

下
絵
と
い
う
も
の
を
見
る
機
会
な
ど
こ
れ
ま

で
な
か
っ
た
。
幾
重
に
も
書
き
消
さ
れ
た
線
の

跡
。
理
想
の
作
品
を
追
い
求
め
て
何
度
も
描
き

直
さ
れ
た
線
の
跡
。
完
成
し
た
作
品
か
ら
は
う

か
が
い
知
れ
な
い
画
家
の
取
り
組
み
や
試
行
錯

誤
が
見
て
と
れ
た
。
本
画
と
下
絵
な
ど
を
同
時

に
見
る
こ
と
で
、
絵
の
新
た
な
魅
力
を
見
つ
け

た
よ
う
に
思
う
。

　

郷
土
博
物
館
で
も
来
年
、
下
絵
や
絵
手
本
な

ど
を
展
示
す
る
予
定
だ
。
そ
の
時
に
は
、
下
絵

な
ど
の
魅
力
を
皆
さ
ん
に
も
体
験
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
う
。

郷
土
博
物
館
で
は
、
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を

通
じ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
回
の
館
だ
よ
り
か
ら
、
郷
土
博
物
館
職
員
コ

ラ
ム
と
題
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
は
伝
え
き
れ
な

い
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
に
ま
つ
わ
る
話
を
お
届
け
し
ま
す
。

▲足立区登録有形民俗文化財
　百躰庚申塔　一基

足
立
の
文
化
財
紹
介

　

足
立
区
に
は
、
数
多
く
の
文
化
財
が
あ
り
ま

す
。
今
号
で
は
、
こ
れ
ら
貴
重
な
文
化
財
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

当
館
中
庭
に
あ
る
こ
の
庚
申
塔
は
、
両
側
面
に

青
面
金
剛
な
ど
庚
申
信
仰
で
尊
ぶ
主
尊
を
計
百
体

文
字
で
刻
ん
で
い
ま
す
。

　

嘉
永
元
年（
一
八
四
八
）建
立
で
す
。
二
ツ
家
村

（
青
井
周
辺
）の
村
人
が
、
豊
作
な
ど
を
祈
り
建
て

ま
し
た
。

　

こ
の
型
式
は
区
内
に
一
基
し
か
な
い
貴
重
な
例

で
す
。

（
地
域
文
化
課
文
化
財
係
）

足立区立郷土博物館 検 索



 

冬
季
区
民
教
養
講
座

 

「
俳
句
と
私
」（
仮
題
）

●
日
時　

12
月
６
日（
日
）午
後
１
時
～

●
講
師　

青
山　

丈
氏（
足
立
俳
句
連
盟
会
長
）

●
会
場　

勤
労
福
祉
会
館（
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
）

●
申
込　

当
日
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
内
容
等
に
つ
い
て
は

　

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 
初
釜
の
会

●
日　

時　

平
成
28
年
１
月
９
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
場　

所　

郷
土
博
物
館
臨
渕
亭

　
　

※
先
着
１
０
０
名
様
に
整
理
券
を
配
付

初
釜
と
は
、
新
年
最
初
に
行
う
お
茶
会
で

新
年
を
お
祝
い
す
る
茶
会
で
す
。

 

博
物
館
の
桜
ま
つ
り

●
平
成
28
年
３
月
26
日（
土
）

　
　
　
　

～
４
月
３
日（
日
）

　

博
物
館
の
無
料
公
開
と
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

花
め
ぐ
り
バ
ス
の
運
行
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

博
物
館
前
の
美
し
い
桜
並
木
と
と
も
に
ぜ
ひ
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

 

郷
土
芸
能
鑑
賞
会

●
日　
　

時　

平
成
28
年
１
月
９
日（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
前
11
時
か
ら

●
場　
　

所　

郷
土
博
物
館　

中
庭

●
出
演
団
体　

皿
沼
囃
子
保
存
会

　
　
　
　
　
　

高
砂
祭
囃
子
保
存
会

郷
土
芸
能
保
存
会
に
所
属
す
る
二
つ
の
団
体
が

お
囃
子
や
獅
子
舞
等
を
披
露
し
ま
す
。

 

じ
ん
が
ん
な
わ

●
日　

時　

平
成
28
年
１
月
11
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時
ま
で

●
会　

場　

大
乗
院

　
　
　
　
　
（
足
立
区
西
保
木
間
２
ー
14
ー
５
）

足
立
区
指
定
民
俗
文
化
財

　
「
じ
ん
が
ん
な
わ
」
の
見
学
会

上映日 上映作品

１１月１４日
「越後二十村　牛の角突き」
「上三原田の歌舞伎舞台」

１２月 エレベーター工事のためお休みします。

１月 初釜行事開催のためお休みします。

２月１３日 「細工蒲鉾（かまぼこ）大阪市・野田」

３月 文化遺産調査特別展準備のため
お休みします。

４月　９日
「信濃姨捨の棚田」
「面打ち　京都の能面師」

内容等については、変更になる場合があります。
あらかじめご了承ください。

毎月 第２土曜日（無料公開日）
午前１１時～正午

恒例！
郷博の映画会



東淵江庭園
バス停

再生紙を使用しています。

　
皆
さ
ん
が
ふ
だ
ん
食
べ
て
い
る
お
菓
子
が
ど
こ
で
つ

く
ら
れ
て
い
る
の
か
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
足
立
区
に
は
お
菓
子
の
会
社
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

　
も
し
か
し
た
ら
、
案
外
身
近
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
と
く
に
、
昭
和
の
香
り
の
す
る
な
つ
か
し
い
お
菓
子

が
ど
ん
な
風
に
つ
く
ら
れ
て
き
た
の
か
？

　
お
菓
子
の
つ
く
り
方
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す

が
、
小
規
模
な
家
族
経
営
の
工
場
が
多
い
の
も
特
徴
で

す
。

　
今
回
の
特
別
展
で
は
、
お
菓
子
の
歴
史
を
細
か
く
紹

介
し
て
い
ま
す
。

足立区立郷土博物館　〒120–0001　東京都足立区大谷田５－２０－１	ＴＥＬ（０３）３６２０－９３９３
	 ＦＡＸ（０３）５６９７－６５６２

■ 開 館 時 間 ９：００～１７：００（入館は１６：３０まで）
■ 休 館 日 月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）、

年末年始
■ 入 館 料 一般２００円（高校生以上）

団体（２０名以上）は半額
７０歳以上は無料
障がい者手帳保持者およびその介護者１名は無料
５月５日・５月１８日・１０月１日・１１月３日は無料公開日
第２・第３土曜日は無料公開日

■ 交 通 案 内 ＪＲ亀有駅北口
東武バス　八潮駅南口行・足立郷土博物館	 下車　徒歩１分
　　　　　六ツ木都住行・東淵江庭園	 下車　徒歩４分
千代田線綾瀬駅西口
東武バス　六ツ木都住行・東淵江庭園	 下車　徒歩４分
駐車場有 平成２７（２０１５）年１０月　発行

郷土博物館名品紹介（２点）

作者名：歌川国貞
　　　　　（三代豊国）
作品名：扇屋内花扇
制作年代：文化 12（1815）年～
　　　　天保 13（1842）年
形　態 : 大判藍摺絵

幕末浮世絵界の大黒柱として活躍
した国貞（三代豊国）による美人画
の優作。ドイツ生まれの化学顔料、
「ベロ藍」一色の濃淡で摺り上げる
「藍摺」の技法が駆使されている。

錦絵の創始者、鈴
木春信の「見立絵」。
中国の八つの伝統
的風景画題「瀟湘
八景」の内、「漁村
夕照」を、女性た
ちの姿に置き換え
ている。

作者名：鈴木春信
作品名：風流人倫見立八景むすめのせきせう
制作年代：明和元（1764）年～
　　　　明和 7（1770）年
形　 態 : 中判錦絵

▲ 動物ヨーチと金花唐
　区内で手づくりされているお菓子です。

特
別
展

 

「
ス
イ
ー
ツ
ラ
ン
ド
・
あ
だ
ち

　
ー
東
京
東
部
の
お
菓
子
づ
く
り
ー
」

会
期　
平
成
27
年
10
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

～
12
月
６
日
（
日
）

郷土博物館では、歴史や民俗資料など数多くの資料を収蔵していま
す。今号では、これらの貴重な資料のほんの一部をご紹介します。


